


3 平成 31 年 3月号 2平成 31 年 3月号平成平成平成成平成平成平成平成平成成平成平成平成平成平成平成平成成平成平成平成平成平成平成成平成平成平成成平成平成平成平成成成成成成平平成成 331313131313131313131113131313133313313131313131313131 年年 3年 3年 3年 3年年 3年 3年 3年 33年 33年 3年年 3年年 3年 3年 3年 3年 3年 3年 3年 3年 333年 3年 3年 3年 3年年年 月号月号月号月号月号号号月号月号号月号号号月号号号号号月号月号号号月号号月号号月号月号号月号号月号月号号月号号号号号号号号号月号号号月号号号月号号月号号号号月号号号月月号号号号号月号月号号号号月号号月月号月号月号月月号月号号月号月号月号月月号月号月号月号月月月月号号号号月号月号号月号月号号号月号号号月月号月号月号号月月月月月月号月号月月月月月号月月月月号号月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月3333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333

2000

1000

平成 31 年 3月号平成 31 年 3月号33

出湯

村杉
大日

小栗山

丸山

今板

折居

羽黒

籠田

畑江
勝屋

湯沢

ツベタ

草水

女堂

■
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
状
況

約
15
年
前
、
上
・
中
越
地
域
の
一
部
で

し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
イ
ノ
シ

シ
は
、
近
年
、
分
布
域
が
明
ら
か
に
広
が

り
、
平
成
24
年
に
は
阿
賀
野
市
で
も
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
の
推
計

で
は
、
平
成
27
年
度
時
点
の
市
内
生
息
数

は
１
４
７
頭
、
現
在
は
さ
ら
に
増
加
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害

県
内
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
、
平
成
17
年
度
以
降
記
録
さ
れ
始

め
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
4
年
間
で
急
激

に
増
加
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
被
害
額

は
過
去
2
番
目
に
多
い
３
８
７
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
確
認
さ
れ
た
の
は
平
成
28
年
度
。
こ

れ
ま
で
の
被
害
は
他
市
町
村
と
比
べ
少

な
い
状
況
で
す
が
、
数
年
間
で
一
気
に
増

加
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
得
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
農
作
物
だ
け
で
な
く
、

市
街
地
に
迷
い
込
む
と
車
や
建
物
に
損

害
を
与
え
た
り
、
人
身
被
害
を
発
生
さ
せ

た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

手
に
負
え
な
く
な
る
前
に
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ノ
シ
シ
と
い
う
言
葉
を
見
て
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
た
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
、
市
内
で
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
悩
む

地
域
の
人
た
ち
も
そ
う
で
し
た
。 

―
つ
い
数
年
前
ま
で
は
―

◎プロフィール
阿賀町在住（阿賀野市出身）。
　平成 22 年 11 月から約 3年半「阿賀野市サ
ルパトロール隊」として活動し、捕獲や追い払
い、行動域調査を実施。
　平成 26年 6月からは、ＮＰＯ法人「新潟ワ
イルドライフリサーチ」に勤務し、地域の合意
形成や学術的な観点での被害対策を行う。
　平成 27年 5月から 3年間「阿賀町地域おこ
し協力隊」として鳥獣被害対策に従事。
　平成 30年 5月に「新潟鳥獣警備」を開業。

×

×

守
る

変
え
る

管
理
す
る

農
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

波
多
野 

健
治 

さ
ん

農
作
物
被
害
を
減
ら
し
、
人
身
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
の
専

門
家
の
波
多
野
健
治
さ
ん
は
「
守
る
、

変
え
る
、
管
理
す
る
の
3
つ
を
総
合
的

に
進
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
ま
す
。

■
自
分
の
農
地
を
守
る

農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
捕

獲
に
よ
っ
て
イ
ノ
シ
シ
を
減
ら
す
こ
と

は
有
効
で
す
が
、
全
て
を
捕
獲
す
る
の

は
不
可
能
に
近
い
こ
と
。
だ
か
ら
イ
ノ

シ
シ
が
い
つ
来
て
も
い
い
よ
う
に
、
自

分
の
農
地
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
地
に
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
に
注
意
し
た
い
の
は
、
自
分

独
自
の
感
覚
で
柵
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

対
象
動
物
に
よ
っ
て
適
正
な
高
さ
や
種

類
が
あ
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し

て
鳥
よ
け
用
の
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
い
て
、

す
ぐ
に
破
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
は
意
外

と
多
い
の
で
す
。

設
置
方
法
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
専

門
家
な
ど
の
詳
し
い
人
に
確
認
し
て
か

ら
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
気

柵
を
使
用
す
る
場
合
は
、
電
圧
確
認
や

下
草
刈
り
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
の
環
境
を
変
え
る

イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
動
物
で
あ
る
た

め
、
農
地
や
集
落
に
近
づ
く
場
合
、
身

を
隠
す
こ
と
の
で
き
る
草
む
ら
や
耕
作

放
棄
地
、
や
ぶ
な
ど
を
通
っ
て
移
動
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
出
没

区
域
を
中
心
に
、
進
入
ル
ー
ト
の
遮
断

や
、
刈
り
払
い
な
ど
を
し
て
緩
衝
帯
を

整
備
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
普
段
は
山
に
生
活
し
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
は
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を

求
め
て
人
里
に
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

生
ゴ
ミ
や
廃
棄
野
菜
な
ど
は
、
人
間
に

と
っ
て
い
ら
な
い
も
の
で
も
、
イ
ノ
シ

シ
に
と
っ
て
は
宝
の
山
。
民
家
周
辺
や

農
地
に
放
置
す
る
と
、
そ
こ
が
餌
場
に

な
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
適
応
能
力
が

高
く
、
慣
れ
て
く
る
と
頻
繁
に
や
っ
て

く
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
餌
に
な
り
そ

う
な
も
の
は
、
確
実
に
取
り
除
く
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
体
数
を
管
理
す
る

イ
ノ
シ
シ
は
非
常
に
高
い
繁
殖
力
を

持
っ
て
い
て
、
県
内
で
も
生
息
数
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
捕
獲
に
よ
り

頭
数
を
減
ら
す
こ
と
は
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
自
分
の
農
地
を
守
り
、
地
域
の

環
境
を
整
え
る
の
が
優
先
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
農
地
や
集

落
に
出
た
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る
の
は

対
策
で
は
な
く
応
急
処
置
。「
イ
ノ
シ
シ

が
出
た
ら
猟
友
会
に
頼
め
ば
い
い
」
と

い
う
考
え
方
は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
な
く
す
た
め
に
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
猟
友
会
に
任
せ
っ
き
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
意意
識
を

高
く
持
ち
、
で
き
る
こ
と
を
継
続続
的
に

実
行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
まま
す
。

Kenji Hatano

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

  

が

っ
て
い
る

市内のイノシシ出没・痕跡図

イノシシによる踏み荒らし（丸山地内）イノシシによる踏み荒らし（丸山地内）

特特  
集集
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急激に増加急激に増加

（出典：新潟県農産園芸課 提供資料）
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特集　イノシシが狙っている特集　イノシシが狙っている
　　

村
杉
・
大
日
地
区
は
、
集
落
の
環
境
調
査

後
に
独
自
で
会
議
を
開
催
し
、
昨
年
10
月
、

集
落
内
の
除
草
・
伐
採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

効
果
は
早
速
表
れ
、
イ
ノ
シ
シ
が
頻
出
し
て

い
た
そ
の
場
所
は
、
痕
跡
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

荒
木
正
和
さ
ん
（
大
日
）
は
「
と
に
か
く

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
後
は
結
果
を

見
な
が
ら
改
善
し
て
い
け
ば
い
い
」と
話
し
、

春
に
な
っ
た
ら
除
草
剤
を
ま
き
、
い
ら
な
い

柿
の
木
は
伐
採
す
る
こ
と
を
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
集
落
内
の
田
畑
が
荒
ら
さ
れ
て
い
る
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
対
応
の
必
要
性
を

感
じ
た
」
と
話
す
の
は
、
村
杉
自
治
会
長
の

荒
木
憲
一
さ
ん
。
集
落
診
断
に
参
加
し
、
イ

ノ
シ
シ
被
害
へ
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た

そ
う
で
す
。「
村
杉
も
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
み
、
管
理
の
行
き
届
い
て
い
な
い
土
地

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
荒
れ
地
を
な
く
さ
な

け
れ
ば
被
害
は
増
え
る
一
方
。
個
人
の
所
有

地
で
も
地
域
で
協
力
し
て
や
ら
な
い
と
」。

　

荒
木
德
衞
さ
ん
（
村
杉
）
は
「
住
民
の
大

半
は
農
家
で
は
な
い
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
に
対

す
る
危
機
意
識
が
ま
だ
低
い
。
集
落
診
断
で

学
ん
だ
こ
と
や
集
落
の
状
況
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
対
策
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
。
年
3
、
4
回
実
施
し
て
い
る
朝
掃
除

な
ど
の
場
で
し
っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

集
落
診
断
が
気
付
か
せ
て
く
れ
た
こ
と

安
全
安
心
を
守
る
責
任
と
使
命
が
あ
る

　
「
銃
を
持
つ
の
は
男
の
憧
れ
」
そ
ん

な
気
持
ち
で
大
野
久
人
さ
ん
（
村
杉
）

が
猟
友
会
に
入
っ
た
の
は
21
歳
の
時
。

そ
の
頃
撃
っ
て
い
た
の
は
主
に
山
鳥
。

ク
マ
は
た
ま
に
出
た
そ
う
で
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

県
内
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
始
め
た
の

は
15
年
ほ
ど
前
。
当
時
、
上
越
や
柏

崎
方
面
に
し
か
イ
ノ
シ
シ
は
生
息
し

て
お
ら
ず
、
大
野
さ
ん
は
毎
年
遠
征

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
6
、
7
年
後
に
は
、

折
居
周
辺
で
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
イ
ノ
シ
シ
は

最
低
で
も
年
に
3
頭
は
産
む
。
こ
の

辺
り
は
餌
が
豊
富
だ
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
育
つ
し
、
い
く
ら
で
も
増
え
る
」。

　

入
会
か
ら
約
50
年
、
多
く
の
経
験

と
確
か
な
技
術
を
身
に
付
け
た
大
野

さ
ん
は
「
阿
賀
野
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
」
の
隊
長
と
し
て
67
人
の
隊

を
引
っ
張
り
ま
す
。
実
施
隊
は
、
獣

害
対
策
の
現
場
を
担
い
、
鳥
獣
に
関

す
る
知
識
と
捕
獲
の
資
格
を
持
つ
猟

友
会
員
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
か
ら
の
情
報
提
供
や
現
地
調

査
に
よ
り
、
出
没
痕
跡
が
多
い
集
落

や
耕
作
地
周
辺
に
、
捕
獲
す
る
た
め

の
わ
な
を
仕
掛
け
て
い
ま
す
が
、
わ

な
を
仕
掛
け
る
と
1
日
1
回
の
見
回

り
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

設
置
場
所
が
広
範
囲
で
あ
る
場
合
は
、

か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
見
回
り
に
協
力

し
て
も
ら
え
る
と
非
常
に
助
か
る
」。

　

最
後
に
、
大
野
さ
ん
の
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。「
自
己
満

足
も
あ
る
。
で
も
一
番
は
責
任
感
と

使
命
感
だ
ね
」。

　

住
民
と
農
地
の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
、
実
施
隊
は
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
続
け
ま
す
。

阿賀野市鳥獣被害対策実施隊の皆さん阿賀野市鳥獣被害対策実施隊の皆さん
大野久人さん（後列右から 2人目）大野久人さん（後列右から 2人目）

荒木憲一さん（左）と荒木德衞さん（右）荒木憲一さん（左）と荒木德衞さん（右）

大日自治会の皆さん大日自治会の皆さん
荒木正和さん（左）荒木正和さん（左）

イ
ノ
シ
シ
か
ら
農
地
を
守

り
、
刈
り
払
い
や
残
さ

の
除
去
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ノ
シ

シ
が
侵
入
し
づ
ら
い
環
境
を
整

備
す
る
取
り
組
み
は
、
農
作
物

被
害
に
遭
っ
て
い
る
人
だ
け
で

行
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ノ
シ
シ
は
農
作
物
被
害
だ
け

で
な
く
、
人
身
被
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
域

に
住
む
皆
さ
ん
が
、
イ
ノ
シ
シ

被
害
を
地
域
共
通
の
課
題
と
し

て
認
識
し
、
集
落
単
位
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
、
阿
賀
野
市
と
し
て

初
め
て
「
集
落
環
境
診
断
（
以

下
「
集
落
診
断
」）」
を
村
杉
・

大
日
地
区
合
同
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

集
落
診
断
は
、
地
域
住
民
の

ほ
か
、専
門
家
と
行
政
も
加
わ
っ

て
地
域
の
環
境
調
査
を
行
い
、

住
民
同
士
が
合
意
形
成
、
情
報

共
有
を
図
っ
た
上
で
、
対
策
を

決
定
し
、
実
施
す
る
も
の
で
す
。

集
落
環
境
診
断 

の
す
す
め

取
り
組
む

地
域
で

勉強会
　対策の基本である鳥獣の生態や人里に
出没する理由などを学びます。
　専門家が講師となり、日本国内の事例
なども動画で解説します。

1 
　現地で被害の現場や痕跡、餌場などを
実際に確認します。専門家から電気柵設
置のアドバイスもあります。問題となる
箇所や必要な対策を落とし込んだ「獣害
マップ」を作成。問題点や対策について
の意見を出し合います。

集落の環境調査2 

　獣害マップを使って、地域で取り組む
対策を話し合い、決定します。

ワークショップ
による対策の決定3 

対策の実行4 
効果の検証5 

　ワークショップで決定した対策を実
行。実行後は、必要に応じて対策を見直
し、毎年このサイクルを繰り返しながら
「獣害に強い地域づくり」を進めます。

獣害マップ獣害マップ

課題と対策のまとめ課題と対策のまとめ

参加者
の声

実施隊

7 月 30 日　村杉会館7月 30 日　村杉会館

8月 28 日　村杉・大日地内8月 28 日　村杉・大日地内

10月 27 日　村杉会館10月 27 日　村杉会館
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WiFi

WiFiWiFi

WiFi

WiFi

WiFi

建築位置：保田 1756 番地 1
建築面積：本体　815.15㎡、渡り廊下　26.55㎡
延べ床面積：本体1,722.26㎡、渡り廊下　26.55㎡
◎安田支所　☎ 62‐3000（代表）

　Ⓕ 68‐3123
◎安田公民館　☎ 62‐3006（代表）

　Ⓕ 68‐3020

WiFi

WiFi

WiFi

交流ホール

多目的ホール
ホール

支所事務所
公民館事務所

安田診療所

ステージ

風除室 相談室

風除室

1階 2階

3階

　支所と公民館の機能を併せ持つ施設「安田交流
センター『風とぴあ』」がこのたび完成しました。
　3月 25 日（月）からの業務開始に先立ち、3
月 21 日（木・祝）午後 1時～ 3時に施設内覧会
を開催しますので、希望する人は来場ください。

　また、現在の安田公民館で行っている全ての業
務は 3月 25日（月）以降「風とぴあ」で行います。
現在の安田公民館施設は一般利用ができなくなり
ますので、注意してください。

●施設概要

安田診療所

和室2和室1

図書館

ホール

ホール

ホール 集会室2
（健康塾）集会室3

小会議室
調理
実習室

和室3

ホール集会室1
（エクササイズルーム）

和室1

■この記事に関する問い合わせ　管財課 財産管理係　☎ 62-2510（内線 2361）

男女共同参画とは？

　社会によって作り上げられた「男らしさ、女ら
しさ」という固定的な性別のイメージにとらわれ
ず、誰もが自分らしく、生き生きと暮らしていく
ことです。
　「家事・育児は女性の仕事」「男の子が赤いラン
ドセルなんて変」…本当にそうでしょうか？性別
に関するイメージに疑問を持つことが、男女平等
社会を考えるきっかけになります。

第 3次阿賀野市男女共同参画プランとは？
　「男女がともに参画し、夢と幸せをはぐくむまちづ
くり」を目標に、市民、団体等と協力してさまざま
な事業に取り組む計画で、計画期間は5か年〔2016
（平成28）年度～2020年度〕です。

　本計画の中間年に当たる今年度、男女共同参
画意識の現状を把握するために意識調査を実施
しました。調査結果の一部を紹介します。

0 20 40 60 80 100（%）

家庭

男女平等

分からない

無回答

　学校教育の場を除く項目では、いま
だに「（どちらかといえば）男性優遇」
と思う人が多いようです。
　性別に関わらず、全ての人が平等に
活躍できる社会がいいですね。

男性優遇、どちらか
といえば男性優遇

職場

地域

政治経済
社会の場
学校教育
の場

法律や制
度の面
社会的慣
習の面

Ｑ．次の項目において、男女の地位が平等になっていると思いますか？

Ｑ．セクシャルハラスメント（セクハラ）やドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたことがありますか？

20.6

　セクハラ・ＤＶは重大な人権侵害です。
セクハラはおよそ 6人に 1人、ＤＶはお
よそ 8人に 1人に被害経験があります。
　セクハラ・ＤＶは誰もが加害者、被害
者どちらにもなりえますし、同性同士で
も起こりうるものです。

◆ＤＶに関する相談
・・ 健康推進課 こども若者相談支援係　☎25‐7197〔月～金曜：午前8時30分～午後5時15分（祝日、年末
年始を除く）〕
・・ ＤＶ・児童虐待相談フリーダイヤル　☎ 0120‐26‐2928〔午前 9時～午後 10時（年中無休）〕
・・ 特定非営利活動法人 女のスペース・にいがた　☎ 025‐231‐3012〔月曜・金曜：午後 7時～ 9時、
火曜：午前 10時～午後 1時、木曜：午後 2時～ 5時（祝日、お盆・年末年始を除く）〕
◆弁護士による無料法律相談
　セクハラやＤＶなどで困っている人も相談してください。
日 毎月第 1・3水曜（要予約）　申・問 市民生活課 相談係（内線 2104）

■この記事に関する問い合わせ　市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510（内線 2213）

誰もが自分らしく生きられる社会を目指して

　男女共同参画 推進を しています

女性優遇、どちらか
といえば女性優遇

66.5

52.6

46.9

53.3

41.6

72.4

31.9

31.2

26

16.7

50.8

32

14.3

8.5

6.8

2.6

1.5

4.6

6.2

2.3

市民意識調査

※詳細は市ホームページで公開中です。

ある
16.3%

ない
75%

分からない
7.7%7.7%

無回答
1%

セクハラ

ある
12.7%

ない
80.8%

分からない
5.8%5.8%

無回答
0.7%

ＤＶ

■トピックス■トピックス

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

「「
風
と
ぴ
あ

風
と
ぴ
あ
」」
が
完
成

が
完
成

33
月月
2525
日
（
月
）
か
ら
業
務
開
始

日
（
月
）
か
ら
業
務
開
始
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催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

① 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
3
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
、
24
日
（
日
）
午
後
1

時
〜
3
時　

場
あ
が
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ

レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏

（
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ

ス
タ
ー
）

② 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！　

に
こ
に
こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

日
3
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク

ラ
ブ
指
導
員
）

③ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
ア

ラ
サ
ー
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
）

日
3
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」

④ 

子
ど
も
の
「
今
」
を
ス
テ
キ

に
残
す
・
手
形
ア
ー
ト
教
室

日
3
月
9
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
前
11
時
25
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
手
作
り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」

講
五
十
嵐
貴
子
氏
（
子
育
ち
応

援
ふ
わ
っ
ち
）　

定
12
組
（
各
4

組
×
3
回
）

⑤ 

親
子
で
楽
し
も
う
！
初
め
て

の
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム

日
3
月
3
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
フ
リ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス

タ
ー
）　

定
10
組

⑥ 

に
こ
に
こ
誕
生
祭

　
「
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
」
が
オ
ー
プ
ン

か
ら
3
周
年
を
迎
え
ま
す
。

日
3
月
24
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
3
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　

内
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、
ミ

ニ
イ
ベ
ン
ト
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト◎ 

共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１
（
申
し
込
み
は
④
・

⑤
の
み
）

◎
親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
3
月
13
日
（
水
）、24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ
フ

ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ
が

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

水
原
文
化
協
会

聖
籠
太
鼓
公
演
会

　

響
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
‐
ｏ
ｔ
ｏ
の
元

気
な
演
奏
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

日
３
月
31
日
（
日
）
午
後
2

時
〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時

〜
入
場
）　

場
水
原
公
民
館
1

階
「
大
講
堂
」　

出
演
＝
聖
籠
太

鼓 

響
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
‐
ｏ
ｔ
ｏ　

定

２
０
０
人 

先
着　

他
駐
車
場
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
車
で
来
場

す
る
人
は
、
乗
合
で
く
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。　

申
・
問
水

原
公
民
館　

申
込
期
限
＝
3
月

28
日
（
木
）

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

日
3
月
17
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

場

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料

館
「
農
家
の
居
間
」　

定
35
人　

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

五
頭
自
然
学
校

五
頭
の
お
山
の
春
探
し
と

石
窯
ピ
ザ
作
り
＆
温
泉

日
3
月
16
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時　

集
合
場
所

＝
五
頭
自
然
学
校　

内
石
窯
ピ

ザ
作
り
、
五
頭
の
お
山
の
春
探

し
（
カ
エ
ル
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
、
木
の
芽
や
花
な
ど
）　

￥
大

人
（
中
学
生
以
上
）
２
５
０
０

円
、
子
ど
も
（
5
歳
〜
小
学
生
）

１
５
０
０
円　

※
保
険
料
、
食

材
費
、
温
泉
割
引
券
込
み　

持

長
靴
、
手
袋
、
帽
子
、
防
寒
具
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル　

問
（
一
社
）

五
頭
自
然
学
校　

☎
０
９
０
‐

６
５
０
２
‐
５
５
２
３　

申
込

期
限
＝
3
月
15
日
（
金
）
正
午

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参して
ください。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

表彰

寄付

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

●
株
式
会
社
サ
カ
タ
製
作
所

　

新
潟
県
東
部
産
業
団
地
に
阿
賀

野
工
場
を
構
え
る
株
式
会
社
サ
カ

タ
製
作
所
（
本
社
：
長
岡
市
与
板

町
）
が
昨
年
12
月
19
日
、
市
が
実

施
す
る
「
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）」
の
対
象

事
業
に
１
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
2
月
5

日
、
田
中
市
長
か
ら
坂
田
匠
代
表

取
締
役
社
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
安
田
交
流
セ

ン
タ
ー
「
風
と
ぴ
あ
」
を
整
備
す

る
た
め
の
財
源
と
し
て
有
効
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

左から、田中市長、坂田代表取締役左から、田中市長、坂田代表取締役

広
報
紙
部
門
初
の
県
知
事
賞

●
「
広
報
あ
が
の
」

　
「
平
成
30
年
度
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
（
新

潟
県
広
報
協
議
会
主
催
）」
の
審
査
会
が
2
月
1

日
に
県
庁
で
開
催
さ
れ
、「
広
報
あ
が
の
11
月
号
」

が
阿
賀
野
市
初
と
な
る
広
報
紙
部
門
の
県
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

特
集
「
今
、
園
芸
が
熱
い
！
」
で
は
マ
ン
ガ

風
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採
用
し
、
専
業
の
米
農
家
を

営
む
夫
婦
が
「
う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス
」
を

見
学
後
、
園
芸
作
物
を
導
入
す
る
ま
で
を
紹
介
。

主
人
公
の
モ
デ
ル
は
、
昨
年
9
月
ま
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
、
現
在
は
専
業
農

家
の
奥
寺
夫
妻
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
講
評
で
は
「
二
色
印
刷
の
ハ
ン
デ
を
逆

手
に
取
り
、
表
紙
か
ら
マ
ン
ガ
風
で
効
果
的
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
の
二
人
の
演
技
も
素
晴

ら
し
い
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

就任

全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
副
会
長

●
笠
原
尚
美
さ
ん

　

1
月
10
日
、
主
婦
会
館
（
東
京
都
）
で
全
国
農

業
委
員
会
女
性
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員

改
選
に
伴
い
、
阿
賀
野
市
農
業
委
員
会
の
会
長
職

務
代
理
で
あ
る
笠
原
尚
美
さ
ん
（
法
柳
新
田
）
が

同
協
議
会
の
副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
女
性
委
員
の
相
互
連
携
と
日

本
の
農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
全
国
41
府
県
の
女
性
農
業
委
員
約

２
６
０
０
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

笠
原
さ
ん
は
、
平
成
14
年
7
月
に
京
ヶ
瀬
村
農

業
委
員
に
選
出
さ
れ
、
農
政
部
会
長
を
経
て
、
平

成
28
年
7
月
か
ら
会
長
職
務
代
理
に
就
任
。
平
成

29
年
11
月
に
は
新
潟
県
農
業
会
議
勤
務
15
年
以
上

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
3
月
16
日
（
土
）
正
午
〜　

出
演
＝
三
沢
歌
友
会

◎ 

歌
の
競
演

日
3
月
17
日
（
日
）
正
午
〜　

出
演
＝
歌
謡 

し
ゃ
が
の
会

◎ 

す
み
れ
舞
踏
会
発
表
会

日
3
月
21
日
（
木
・
祝
）
正
午

〜　

出
演
＝
す
み
れ
舞
踏
会

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ

か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

福
島
潟

新
芽
呼
ぶ
ヨ
シ
焼
き

日
3
月
17
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
3
時　

※
ヨ
シ
の

乾
燥
状
況
に
よ
り
順
延
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。　

場
福
島
潟

（
潟
内
・
承
水
路
周
辺
）　

他
実

施
日
は
危
険
防
止
の
た
め
、
福

島
潟
周
辺
道
路
を
閉
鎖
し
ま
す
。

見
学
は
、
ビ
ュ
ー
福
島
潟
で
し

て
く
だ
さ
い
。　

問
福
島
潟
環

境
保
全
対
策
推
進
協
議
会
（
新

潟
市
北
区
区
民
生
活
課
内
）　

☎

０
２
５
‐
３
８
７
‐
１
２
９
５

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
3
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

内

そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥

１
５
０
０
円　

申
・
問
水
原
ふ

る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎

63
‐
１
７
２
２

３
月
の
ふ
れ
あ
い
広
場

や
す
だ
の
催
し

日
3
月
13
日
（
水
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
45
分　

場
ふ
れ

あ
い
広
場
や
す
だ
（
安
田
新
栄

町
）　

内
布
遊
び　

￥
２
０
０

円
（
茶
菓
子
代
）　

問
ふ
れ
あ

い
広
場
や
す
だ
（
月
曜
・
水
曜

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
☎
68

‐
３
１
５
１
、
高
齢
福
祉
課 

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀

野　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
１
３
５
）

子
ど
も
将
棋
教
室

　

将
棋
人
気
に
伴
い
、
毎
回
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

将
棋
の
名
人
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
初
心
者
で
も
楽
し

め
ま
す
。

日
毎
月
第
1
・
３
土
曜
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

場
水
原
公
民

館
2
階
「
日
本
間
」　

主
催
・
指

導
者
＝
水
原
将
棋
ク
ラ
ブ
（
市

社
会
教
育
関
係
団
体
）　

対
小
学

生
〜
高
校
生　

問
水
原
公
民
館

☎
62
‐
２
０
２
８

す
い
ば
ら
こ
ど
も
食
堂

を
開
催
し
ま
す
！

　

15
回
目
の
「
こ
ど
も
食
堂
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
3
月
16
日
（
土
）
正
午
〜　

場
お
ん
こ
茶
屋
（
中
央
町
1
‐

８
‐
３
）　

￥
子
ど
も
（
18
歳
未

満
）
１
０
０
円　

大
人
３
０
０

円　

メ
ニ
ュ
ー
＝
カ
レ
ー
ラ
イ

ス　

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

他
野
菜
を
提
供
で
き
る
人
は
、

3
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
に
お
ん

こ
茶
屋
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
に
調
理
の
手
伝
い
が

で
き
る
人
は
、
午
前
10
時
ま
で

に
お
ん
こ
茶
屋
へ
来
て
く
だ
さ

い
。　

問
お
ん
こ
茶
屋　

☎
62

‐
６
７
０
６

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

上
水
道
を
育
苗
に
使
用
す
る
際
の

下
水
道
使
用
水
量
の

認
定
申
請

　

４
、５
月
に
農
業
用
（
春
季
育

苗
用
）
と
し
て
水
道
を
一
時
的

に
多
く
使
用
す
る
場
合
は
、
下

水
道
使
用
水
量
を
別
に
認
定
し

ま
す
。
毎
年
、
事
前
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
下
水
道
に
接
続
し
、
水
道
を

育
苗
用
で
使
用
す
る
農
家
（
下

水
道
使
用
料
が
免
除
期
間
中
の

人
は
除
く
）。　

認
定
方
法
＝
今

年
の
４
、５
月
の
水
道
使
用
水

量
を
昨
年
６
月
の
水
道
使
用
水

量
と
比
較
し
、
超
過
し
た
分
の

水
量
を
差
し
引
い
た
下
水
道
使

用
水
量
を
認
定
し
ま
す
。　

申

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
上
下
水
道
局
ま
た
は

各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

申
請

期
限
＝
4
月
26
日
（
金
）　

問
上

下
水
道
局 

下
水
道
管
理
係　

☎

62
‐
２
８
３
３

4
月
1
日
か
ら

下
水
道
の
供
用
を

開
始
し
ま
す

　

４
月
１
日
（
月
）
に
、
下
水

道
が
供
用
開
始
（
使
用
開
始
）

と
な
る
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

対
安
田
地
区
＝
新
保
・
小
路
の

一
部　

水
原
地
区
＝
天
神
堂
・

千
原
・
沖
通
・
新
橋
・
堀
越
上
・

堀
越
中
・
堀
越
下
・
堀
越
外
城
・

山
本
新
の
一
部　

笹
神
地
区
＝

蒔
田
・
野
村
・
赤
水
の
一
部

　

次
の
と
お
り
、
供
用
開
始
と

な
る
区
域
を
示
し
た
図
面
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

日
3
月
18
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く　

場
上
下
水
道
局
下
水
道
窓

口
（
中
島
町
7
‐
20
）　

他
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

問
上
下

水
道
局 

下
水
道
管
理
係　

☎
62

‐
２
８
３
３

あ
っ
せ
ん
譲
受
等
候
補

者
名
簿
の
登
録
申
請

　

あ
っ
せ
ん
基
準
の
一
部
変
更

に
伴
い
、
新
た
に
「
あ
っ
せ
ん

譲
受
等
候
補
者
名
簿
」
を
作
成

し
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
人

も
改
め
て
名
簿
登
録
の
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

基
本
要
件
＝
①
農
業
へ
の
意
欲

と
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
②
単

一
経
営
の
場
合
は
、
左
表
の
経

営
面
積
基
準
を
満
た
す
こ
と
、

③
農
業
経
営
の
資
本
装
備
が
適

当
で
あ
る
こ
と
、
④
取
得
す
る

農
用
地
を
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
従
っ
て
利
用
が
認
め
ら

れ
る
こ
と　

申
あ
っ
せ
ん
譲
受

等
候
補
者
名
簿
登
録
申
請
書
を

笹
神
支
所
3
階
農
業
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

提
出

期
限
＝
3
月
25
日
（
月
）　

問
農

業
委
員
会

新
潟
県
議
会
議
員

一
般
選
挙

　

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◎
投
票

日
4
月
7
日
（
日
）
午
前
7
時

〜
午
後
8
時　

※
投
票
所
に
つ

い
て
は
入
場
券
も
し
く
は
次

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法
＝
候
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
開
票

日
4
月
7
日
（
日
）
午
後
9
時

〜　

場
水
原
総
合
体
育
館
「
ア

リ
ー
ナ
」

◎
期
日
前
投
票

日
3
月
30
日
（
土
）
〜
4
月
6

日
（
土
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
8
時　

場
市
役
所
1
階
「
多

目
的
ホ
ー
ル
」、
安
田
交
流
セ
ン

タ
ー
1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」、

市
立
図
書
館
1
階
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」、
笹
神
支
所
2
階
「
ホ
ー

ル
」

　

投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
投
票
に
行
け
な
い

場
合
、
投
票
日
の
前
に
投
票
が

で
き
ま
す
。

①
投
票
日
に
仕
事
が
あ
る
場
合
、

　

冠
婚
葬
祭
の
主
宰
や
親
族
の

　

冠
婚
葬
祭
が
あ
る
場
合

②
①
以
外
の
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

　

物
な
ど
の
私
用
で
、
自
分
の

　

投
票
区
以
外
に
行
く
場
合

③
け
が
や
お
産
、
病
気
な
ど
身

　

体
の
状
態
が
歩
く
の
に
不
自

　

由
な
場
合
（
病
院
や
介
護
施

　

設
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い

　

る
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で

　

き
ま
す
）

※
18
歳
に
な
る
ま
で
期
日
前
投

　

票
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

　

投
票
日
当
日
ま
で
に
18
歳
に

　

な
る
人
は
不
在
者
投
票
が
で

　

き
ま
す
。

◎
阿
賀
野
市
か
ら
転
出
し
た
人

　

県
内
の
市
町
村
に
転
出
し
た

人
は
、「
引
き
続
き
証
明
書
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票

の
際
は
、
証
明
書
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

証
明
書
は
、
当
市
の
市
民
生

活
課
ま
た
は
現
在
住
ん
で
い
る

市
区
町
村
の
住
民
課
等
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
各
市
区
町
村
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
県
外
の
市
区
町
村
に
転
出
し

　

た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
ま
で
に
転
出
す
る
人

　

は
、
転
出
手
続
き
を
す
る
前

　

に
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票
等

場
市
役
所
4
階
「
４
０
２
会
議
室
」

・・  

仕
事
な
ど
で
阿
賀
野
市
以
外
に

滞
在
し
て
い
る
人
は
、
阿
賀
野
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

等
を
請
求
し
、
阿
賀
野
市
以
外

の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・・  

都
道
府
県
が
指
定
し
た
病
院

や
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
人
は
病
院
等
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
入

院
し
て
い
る
病
院
等
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・・  

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
戦

傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

は
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
郵
便

で
投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
て
、「
要
介
護
5
」の
人
は
、

郵
便
で
投
票
で
き
ま
す
。

※ 

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
発
行
す
る
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
添
え

て
、
投
票
用
紙
等
を
4
月
3
日

（
水
）
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線

２
４
０
１
）

地区 経営面積
安田地区 160 アール以上

京ヶ瀬地区 200 アール以上

水原地区 220 アール以上

笹神の山麓地区 190 アール以上

笹神の平野地区 260 アール以上
※複合経営や畜産専業の場合は、上記と経営面積基準
　が異なります。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

◎
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
自
治
会
経

由
で
配
布
し
ま
す
。
新
潟
県

知
事
選
挙
の
際
の
配
布
方
法

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。
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 　4 月 7日 執行　新潟県議会議員一般選挙の投票所

投票区 投票所（施設名） 投票区の区域

第1投票区 水原小学校
（第１音楽室） 泉町、堰場、元町1、元町 2、庚町、停1、停 2、停 3、あがの

第 2投票区 福祉会館（ホール）
水原上町、水原中町、水原下町、天朝通り、旭町、小川町、水原
横町、南新町、諏訪町、新々町、水原新栄町、東雲町、東柳町、
柳町、北新町、新光町、西外城、中外城、下袖

第 3投票区 中島集落開発センター 中島1、中島2、中島3、中島 4、中島5

第 4 投票区 水原中学校（会議室） 中島 6、学校町、弥生町、桜木町、下金田

第5投票区 コミュニティセンター
瓢湖憩の家（集会室） 東外城、日の出町、砂押、上袖、白鳥通り

第 6投票区 水原公民館（大講堂）
松井町 1、松井町 2、水原栄町、南町、前山口、新橋、館の越、
上山口、中山口、下山口1、下山口2、下山口3、南山口、シンパシー、
みそら野、杉並、消防通り

第 7投票区
沖通ふれあいセンター
※ 前回の「天神堂公会堂」
から変更します

天神堂、千原、沖通、泉
※ 泉自治会は、第 30 投票区から第 7投票区に変更します

第 8投票区 みどり保育園（遊戯室） 若葉町、緑町、稲荷町、白鳥荘、百津

第9投票区 堀越地区農業活性化
センター（多目的ホール）

堀越上、堀越中、堀越下、町村、堀越外城、坂町、越御堂、小
境、中潟上、中潟中、中潟下、福田、牧島、境新、七石、野地城、
庄ケ宮、荒屋、上中野目、上中、市野山、土橋、新市野山、すみ
れ野、みずほ、あやめ、あさひ、シンフォニー市野山

第10 投票区 大野地営農研修
センター 里金田、里上、里中、里下、大野地、原、境新田

第11投票区 分田農村環境改善
センター（多目的ホール）

上江端1、上江端 2、新座、分田1、分田 2、分田 3、分田学校町、
分田 5、分田 6、分田7、分田 8、上福岡、西岡、水ケ曽根

第12投票区 安田小学校
（ランチルーム）

宮町、安田上町、安田中町、安田下町、片町、浦町、安田栄町、
千刈町、小路、本町、安田横町、門前、御城町

第13投票区 安田中学校
（ミーティングルーム） 新町、下学校町、上学校町、東学校町、原町、沢田、竜下

第14 投票区 草水コミュニティセンター 上草水、下草水

　事前に投票区と投票所を確認してください。（投票時間：午前 7時～午後 8時）
　当日、投票に行けない人は、期日前投票所を利用してください。
期日前投票の期間＝ 3 月 30 日（土）～ 4月 6日（土）　期日前投票受付時間＝午前 8時 30 分～午後 8
時　場市役所 1階「多目的ホール」、安田交流センター 1階「多目的ホール」、市立図書館 1階「ギャラ
リー」、笹神支所 2階「ホール」　問市選挙管理委員会（内線 2401）
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投票区 投票所（施設名） 投票区の区域

第15投票区 旧赤坂小学校（体育館）
上赤坂、下赤坂、六野瀬南、六野瀬一の下、六野瀬二の上、六
野瀬二の下、六野瀬北、六野瀬東、六野瀬三、興野、久保1、久
保 2、久保 3、渡場

第16 投票区 岩野ふれあいセンター 庵地、庵地小路、岩野、福永、籠田、羽多屋、二本松、中山、ツベタ、
丸山、やすだの里、あがの八雲苑

第17投票区 旧大和小学校
（体育館）

小浮新田、小浮本村上、小浮本村下、野田、嶋瀬、千唐仁上、千
唐仁下

第18 投票区 川手地区集落開発
センター 安田新栄町、砂山、中南郷、上南郷、新保

第19 投票区 小松集落開発センター 小松

第 20 投票区 寺社担い手センター 山本新、水原寺社、熊居新田、切梅新田、安田寺社一、安田寺社二、
安田寺社三、安田寺社四、安田寺社五、物見山町

第 21投票区 保健福祉センター
京和荘（多目的ホール）

姥ヶ橋、曽郷、金渕、下黒瀬、上黒瀬、田山、城、窪川原、京ヶ
島第一、京ヶ島、さくら団地、美里団地、曽郷エコタウン

第 22投票区 法柳集落センター 乙金渕、法柳新田、法柳、深堀

第 23投票区 旧前山小学校（視聴覚室）関屋、小河原、下里、嘉瀬島、粕島、小島、川前、箸木免、七島、月崎、前山

第 24 投票区 駒林・五郎巻地区分館
（旧京ヶ瀬公民館駒林分館） 駒林1、駒林 2、駒林 3、駒林 4、駒林 5、駒林 6、五郎巻

第 25投票区 京ヶ瀬幼稚園 猫山、飯森杉、小里、下ノ橋、緑岡1、緑岡 2、緑岡 3、緑岡 4、
緑岡 5、緑岡 6、飯森杉団地、コスモスの里

第 26 投票区 ふれあい会館
（多目的ホール）

笹岡、山崎、発久、下山屋、塚田、上山屋、蒔田、赤水、野村、
須走、横山、押切、金屋、次郎丸、上坂町、五頭の里

第 27投票区 上一分自治会館 湯沢、折居、女堂、上一分、沢口、下一分、堤、小栗山

第 28 投票区 出湯保育園（遊戯室） 羽黒、大日、村杉、今板、出湯、畑江、勝屋、はぐろの里、やま
びこ荘、真光寺

第 29 投票区 大室公会堂 宮下、宮島、七浦、大室、福井、貝喰

第 30 投票区 神山小学校（体育館）
中ノ通、飯山新、藤屋、高田、山倉・上関口、山倉新田、しらとり、
南沖山、下福岡、本明、島田、沖、上高田、榎船渡、榎、上飯塚、
船居、沖ノ館

第 31投票区 みのり保育園（遊戯室） 滝沢、村岡、熊堂、長起、上蔵野、上高関、上西野
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 　4 月 7日 執行　新潟県 議会議員一般選挙の投票所
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平
成
31
年
度

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟

受
講
生
募
集

　

高
齢
者
に
学
習
の
機
会
を
提

供
し
、
仲
間
作
り
や
地
域
活
動

の
担
い
手
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新

潟
を
開
講
し
ま
す
。

対
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上

で
、
社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
人

申
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

募
集

期
限
＝
4
月
3
日
（
水
）　

問

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
事
務
局

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

☎

０
２
５
‐
２
８
５
‐
１
４
０
０

第
27
回
阿
賀
野
川
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

テ
ー
マ
＝
阿
賀
野
川
を
題
材
と

し
た
写
真
。
川
や
河
川
敷
を
対

象
に
川
と
人
、
催
事
、
自
然
等

を
捉
え
た
も
の
。　

応
募
規
定

＝
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
未
発
表

作
品　

※
応
募
に
関
す
る
注
意

事
項
な
ど
の
詳
細
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

申

市
役
所
3
階
建
設
課
内 

阿
賀
野

川
治
水
協
会
事
務
局
へ
持
参
・

郵
送
の
ほ
か
、新
潟
フ
ジ
カ
ラ
ー

取
扱
写
真
専
門
店
で
応
募
で
き

ま
す
。　

問
建
設
課
内 

阿
賀

野
川
治
水
協
会
事
務
局
（
内
線

２
３
２
４
）

あ
な
た
も
市
場
に
出
店

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎ 

水
原
六
斎
市

日
毎
月
４
・
8
の
付
く
日
、
午
前

6
時
〜
午
後
3
時　

場
中
央
町
・

岡
山
町
地
内
（
天
朝
山
公
園
西
沿

道
）　

平
均
出
店
数
＝
60
店
舗

◎ 

保
田
六
斎
市

日
毎
月
5
・
9
の
付
く
日
、
午

前
7
時
〜
午
後
3
時　

場
保
田

地
内
（
安
田
商
工
会
裏
市
道
）　

平
均
出
店
数
＝
7
店
舗

申
・
問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興

係
（
内
線
２
３
４
５
）

塾
の
コ
ン
ビ
ニ
！

英
語
塾
前
期
受
講
生
募
集

開
講
時
期
＝
4
月
8
日
（
月
）
〜

9
月
30
日
（
月
）　

※
受
講
回
数

は
週
1
回　

対
小
学
2
年
生
以
上

で
、
市
内
在
住
の
人　

※
た
だ

し
市
外
在
住
者
で
も
、
市
内
在
学

の
小
中
高
校
生
は
対
象　

定
各
ク

ラ
ス
12
人 

抽
選　

※
最
少
開
講

人
数
…
各
ク
ラ
ス
6
人　

受
講
時

間
＝
各
コ
ー
ス
50
分　

内
英
語
に

よ
る
日
常
会
話
、
書
き
、
ゲ
ー
ム

な
ど　

講
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ク
レ
イ

マ
ー
氏〔
Ｃ
Ｉ
Ｒ（
国
際
交
流
員
）〕

持
筆
記
用
具　

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
申
込

用
紙
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ⓕ
63
‐

２
１
１
５
）
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
全
員
に

対
し
、
3
月
下
旬
に
受
講
の
可
否

を
通
知
し
ま
す
。　

申
込
期
限
＝

3
月
15
日
（
金
）　

他
高
校
生
以

上
は
一
般
コ
ー
ス　

問
学
校
教
育

課 

学
校
支
援
係
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催　
　

し
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育
て
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ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
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募 　

集 

お
ん
こ
茶
屋
自
動
販
売

機
の
設
置
事
業
者
募
集

条
件
＝
①
市
内
の
事
業
者
、
②

あ
き
缶
等
の
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
う

こ
と
、
③
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
こ
と　

契
約
期
間
＝
２
０
１
９

（
平
成
31
）
年
4
月
1
日
か
ら

２
０
２
２
年
3
月
31
日
（
3
年
間
）

設
置
台
数
＝
1
台　

※
応
募
多
数

の
場
合
は
3
月
14
日
（
木
）
午
後

4
時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。　

使
用
料
金
＝
売
り
上
げ
の
1
％
＋

次
の
表
の
電
気
料
金

申
申
込
書
を
市
役
所
3
階
商
工
観

光
課 

商
工
振
興
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
商
工
観
光
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切
＝
3
月
13
日
（
水
）
午

後
5
時　

申
・
問
商
工
観
光
課 

商

工
振
興
係
（
内
線
２
３
４
３
）

道
路
維
持
作
業
員
（
嘱

託
員
）
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
＝
１
人　

任
用
期
間
＝

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
４
月
1

日
〜
２
０
２
０
年
3
月
31
日
（
1

年
間
）　

応
募
資
格
＝
普
通
自
動

車
運
転
免
許
、
大
型
特
殊
運
転
免

許
、
作
業
運
転
資
格
を
全
て
有
す

る
健
康
な
人　

勤
務
内
容
＝
道
路
、

水
路
等
施
設
の
維
持
管
理
作
業
や
、

作
業
に
伴
う
建
設
重
機
等
の
運
転

と
除
雪
業
務
の
補
助　

勤
務
日
・

時
間
＝
月
〜
金
曜
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
（
祝
日
、
12
月
29
日

〜
1
月
3
日
除
く
）　

報
酬
＝
月
額

16
万
円
（
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
加
入
）　

通
勤
賃
金
＝

2

 

km
以
上
の
場
合
支
給　

申
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
添
付
し
て
市
役
所
3
階
建

設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

申
込
期
限
＝
3
月
20
日
（
水
）
必

着　

問
建
設
課 

維
持
管
理
係
（
内

線
２
３
１
３
）

■講座内容
講座名 講座日数 期間 会場 受講料

【基礎応用課程】
2年制

（各年14
日間程度）

5～
10月

新潟ユニゾン
プラザ、アト
リ ウ ム 長 岡、
高陽荘

6,400円
（1年分）

【
実
践
講
座
】

まちかどふれ愛
英会話コース 4日間 6～

7月
新潟ユニゾン
プラザ

各講座
3,200 円

暮らしと環境
食育コース 3日間 9月

地域の茶の間
体験コース 2日間 9月 アトリウム長岡

傾聴ボランティア
コース 3日間 7月 高陽荘

■電気料金

品目 電気料金
（税込み）

缶・ペットボトル
清涼飲料 3,000円／月

ヒーター付
清涼飲料 5,500円／月

会場 コース 曜日 開始時間

安田交流
センター
「風とぴあ」

小学 2年生

月曜

午後 3時 45分
小学3・4年生 午後 4時 45分
小学5・6年生 午後 5時 45分
  中学生（全学年） 午後 6時 45分

市立図書館 
小学2～4年生

水曜
午後 4時 40分

小学5・6年生 午後 5時 40分

水原公民館

小学2年生 木曜 午後 4時 40分

小学3・4年生
木曜 午後 5時 40分
金曜 午後 4時 40分

小学5・6年生
木曜 午後 6時 40分
金曜 午後 5時 40分

中学生（全学年） 金曜 午後 6時 40分
一般（初級）

火曜
午後 6時

一般（中・上級） 午後 7時
ふれあい
会館 小学2～4年生 火曜 午後 4時 40分

※どの会場でも受講できます。

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

①平日午前コース（2019年 4月～ 2020年 3月、午前9時 30分～ 11時 30分）全40回程度（※月曜
は35回）　②平日午後コース（2019年 4月～2020年 3月、午後1時 30分～ 3時）全32回　申 印鑑
を持参し、健康開発センター2階事務室へ申し込みください。　受付日時＝ 3月 11日（月）～20日（水）
午後1時 30分～ 4時 30分（月～金曜）、午前9時～正午（土曜）　※日曜除く　場・問 一般財団法人 
下越総合健康開発センター（新発田市本町4丁目16番 83号）☎ 0254‐24‐1145

平成 31 年度 体操教室受講者募集

教室名 曜日 対象 年会費(税、保
険料込み) 内容・目標 募集

人数

①
平
日
午
前
コ
ー
ス

スマイル
ライフ 月 70～ 78歳の人 15,240 円 軽い運動で体力や筋力維持 15人

ダイエット
アップ 火 脂肪燃焼をさせたい人

17,400 円

脂肪燃焼と生活習慣の改善 5人

ボディ
シェイプ 水 しっかり運動したい人 体力増進、筋力アップ 5人

ヘルシー
サポート 木

初心者 楽しく体を動かし、心身の健康
づくり

5人

ヘルシー
アップ 金 15人

②
平
日
午
後
コ
ー
ス

ビギナーズ 月 初心者

12,000 円

楽しく体を動かし、心身の健康
づくり 15人

ストレッチ 木 初心者（75歳以下） 体力の維持・増進、ストレスの
解消 15人

グットラク 金 初心者 軽い運動で、心身の健康づくり 20人

③
短
期
コ
ー
ス

ファット
バーニング 月・水・金 減量したい人 11,550 円 週3回60分、全30回（5～7月）

午後 3時 30分～ 4時 30分 25人

ストレッチ
フラ 水 初心者（女性） 7,230 円 週1回90分、全15回（4～7月）

午後 1時 30分～ 3時 15人

ノルディック
ウォーキング

第2・4土
（変更あり）

5、6km歩ける人 6,150 円 月2回120分、全12回（4～10月）
午前 9時 30分～ 11時 30分 30人
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し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

新
規
協
賛
店
の
お
知
ら
せ

◎
新
規
協
賛
店
・
サ
ー
ビ
ス
内
容

・・  

佐
藤
た
た
み
店
（
久
保

１
３
１
２
）
☎
68
‐
３
９
７
８

／
畳
・
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
・

ク
ロ
ス
・
カ
ー
テ
ン
工
事
代
金

2
万
円
ご
と
に
千
円
引
き

・・  

お
茶
の
紫
香
園 

本
店
（
中
央
町

1
‐
11
‐
17
）
☎
62
‐
２
２
６
１

／
紫
香
園
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈

・・  

お
茶
の
紫
香
園 

ウ
オ
ロ
ク
水

原
店
（
市
野
山
２
２
１
）
☎
63
‐

２
６
５
５
／
紫
香
園
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈

◎
協
賛
店
を
大
募
集
中
！

　
「
阿
賀
野
市
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
応
援
す
る
」
と
い
う
趣

旨
に
賛
同
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
く
れ
る
企
業
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

料
金
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
、
景

品
進
呈
な
ど
各
店
で
自
由
に
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

協
賛
店
の
登
録
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
必
要
な
費
用
は
協
賛
店
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

登
録
方
法
＝｢

子
育
て
応
援
カ
ー

ド
事
業
協
賛
企
業
申
込
書｣

に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
1
階

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
ま
た

は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

登
録
受
付

＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
内
線
２
１
５
１
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9
時

〜
正
午
、
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
、
夜
間
役
所
（
21

ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら
の
日

時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

場
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊
娠
届
出

書
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類　

問
健
康
推
進
課 

子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜　

場
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

日
3
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

場
・
問
水
原
中
学
校
市
民
図
書

室　

☎
47
‐
８
０
６
８

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
・
内
3
月
11
日
（
月
）
＝
お
は

な
し
会　

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー　

25

日
（
月
）
＝
月
別
メ
ニ
ュ
ー　

い

ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分　

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ　

対
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者　

持
マ
イ
カ
ッ
プ（
保

護
者
用
）、保
育
に
必
要
な
も
の
（
お

む
つ
な
ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み
物

が
必
要
な
人
は
各
自
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
お
や
つ
は
持
参
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。　

主
催
＝
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

い
ち
ご
み
る

く　

問
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」「
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
や
そ
の
家
族
が
集
ま

り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り
合

え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

日
3
月
8
日
（
金
）
午
後
7
時
〜

9
時
（
都
合
の
付
く
時
間
に
来
て

く
だ
さ
い
）　

※
開
催
日
は
、
偶
数

月
が
第
2
日
曜
の
午
前
10
時
〜

正
午
、
奇
数
月
が
第
2
金
曜
の
午

後
7
時
〜
9
時
で
す
。　

場
天

朝
山
文
化
交
流
の
家　

￥
１
０
０

円
（
茶
菓
代
）　

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の 

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

寄
附
講
座
開
設
基
調

講
演
会
の
開
催

　

骨
粗
鬆
症
や
骨
折
を
防
止
す

る
た
め
の
調
査
、
研
究
を
行
う

寄
附
講
座
を
新
潟
大
学
医
学
部

（
整
形
外
科
教
室
）
に
開
設
す
る

こ
と
を
記
念
し
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
3
月
22
日
（
金
）
午
後
3
時

30
分
〜
4
時
30
分　

場
水
原
保

健
セ
ン
タ
ー
2
階
「
研
修
室
」　

内
「
百
寿
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル

と
ロ
コ
モ
予
防
〜
足
腰
を
丈
夫

に
し
よ
う
〜
」　

講
遠
藤
直
人
氏

（
新
潟
大
学
医
学
部
教
授
）

定
１
５
０
人
程
度 

先
着　

申
・

問
地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療

推
進
係
（
内
線
２
２
６
２
）

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

募 　

集 

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館

飲
食
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
募
集

　

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
情
報

発
信
館
の
館
内
で
飲
食
物
の
提

供
を
行
う
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

施
設
名
称
＝
五
頭
山
麓
う
ら

ら
の
森
情
報
発
信
館
（
村
杉

３
９
４
６
番
地
１
６
３
）　

内
募

集
要
項
に
あ
る
資
格
を
満
た
す

個
人
・
団
体
又
は
法
人
で
飲
食

の
提
供
を
行
う　

経
費
負
担
＝

5
万
8
千
円
／
月
（
施
設
使
用

料
）
＋
光
熱
水
費　

申
出
店
申

込
書
等
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

市
役
所
3
階
商
工
観
光
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。　

受
付
期

限
＝
3
月
20
日（
水
）　

※
出
店
、

応
募
、
運
営
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
。
応
募
方
法
等
、
詳
細
は

募
集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。　

他
募
集
要
項
・
申
請
様

式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

問
商
工
観
光
課 

観
光
係
（
内
線

２
３
５
１
）

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

平成 31 年度自衛官幹部候補生募集

　防衛省では、下記のとおり幹部候補生を募集します。

種目 募集人数（参考 Ｈ29年度） 資格 受付期間 試験期日 合格発表

一
般

大
卒
程
度

陸：約 145 人
（うち女子約25人）
海：約 100 人
（うち女子約20人）
空：約 40人
（男女の区分なし）

22 歳以上 26 歳未
満〔20 歳 以 上 22
歳未満は大卒（見
込含む）、修士課程
修了者等（見込含
む）は 28歳未満〕

3月1日（金）
～ 5月1日
（水・祝）

○1次
5月11日（土）、12日（日）
○2次
海空：6月11日（火）～14日（金）
○最終
陸：6月11日（火）～14日（金）
海：7月8日（月）～12日（金）
空：7月13日（土）～8月1日（木）

○1次
6月3日（月）
○2次
海：7月1日（月）
空：7月5日（金）
○最終
陸：7月26日（金）
海：8月2日（金）
空：8月30日（金）

大
学
院
卒
者

陸：約 25人
海：約 5人
空：約 10人

20 歳以上 28 歳未
満の修士課程修了
者等（見込含む）

歯
科
・
薬
剤
科

陸：約 10人
海：約 10人
空：約 5人

専門の大卒（見込含
む）20歳以上30歳
未満（薬剤科は20
歳以上28歳未満）

○1次
5月 11日（土）
○最終
6月11日（火）～14日（金）

○1次
6月3日（月）
○最終
陸：7月26日（金）
海空：8月2日（金）

　平成 31年度の募集人数（採用予定数）については、決定次第、自衛官募集ホームページ等で周知します。
問 自衛隊新発田地域事務所　☎ 0254‐26‐5619

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は
…

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

保
護
者
に
交
付
し
て
い
る
カ
ー

ド
で
す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農業委員を募集します

業務

  農地に係る許認可
  農地利用の最適化の推進に係る業務
・・  担い手への農地利用の集積、集約化
・・  耕作放棄地の発生防止、解消
・・  新規就農者の確保
毎月の会議（総会、委員会等）、現地調査等

募集人数 19 人

対象

農業に関する識見があり、農地等の利用の最適化の推進に関する事項のほか、農業委員会
の所掌に属する事項に関する職務を適切に行うことができる人。
※破産手続き開始の決定を受けて復権を得ない人や、禁固以上の刑に処されてその執行を 
　終えていない人はなれません。

任期 2019 年 7月 20日～ 2022 年 7月 19日
報酬 39,700 円／月

応募方法
団体や個人からの推薦、自薦（所定の様式で提出してください）。
詳しくは、市ホームページおよび笹神支所３階農業委員会事務局にある募集要項を確認し
てください。

募集期間 3 月 1日（金）～ 29日（金）
申・問 農業委員会事務局遠藤 直人氏遠藤 直人氏
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FM 76.1MHz 　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

（広 告）

 
  

3歳
年少 おんがくなかよしコース

５月
開講

2015年4月2日～2016年4月1日生まれのお子さま

4・5歳
年中・年長 幼児科 ５月

開講

2013年4月2日～2015年4月1日生まれのお子さま

体験レッスン日程
3/ 5(火)　15：30
3/19(火)　15：30

体験レッスン日程
3/16(土)　14：30
3/23(土)　14：30

体験レッスン日程
3/16（土）　10：00
3/23（土）　10：00

㈱ヤマハミュージックリテイリング新潟店 フィアテル水原
【お問い合わせ・お申し込み】新津総合センター　☎0250‐24‐3129

フリーコール　     　☎0120‐219‐808

体験当日
ご入会の方
入会金半額

春の臨時窓口を開設します
（市役所のみ、支所では開設しません）

　例年、３月・４月の年度替わりの時期は、転入・
転出などの住民異動届や証明書などの交付申請
が集中し、市役所の窓口が大変混み合います。
　市役所窓口の混雑緩和のため、次のとおり
臨時窓口を開設します。
◎日時
・・  3 月 30 日（土）、31 日（日）午前 8 時 30
分～正午
・・  4 月 3日（水）午後 5時 15分～８時
取扱業務＝下表のとおり

※手続きの際は、本人確認書類を持参してください！
　住民異動届を提出する場合、本人確認書類
（運転免許証やパスポート、マイナンバーカー
ド、写真付き住民基本台帳カードなど）を提
示してください。学生等でこれらの証明書が
ない場合は、健康保険証と併せて学生証（写
真付きのもの）を持参してください。
※転入・転居のときは、通知カードまたはマイ
　ナンバーカードを持参してください。
 住所等の記載事項の変更が必要になります。

市民生活課 市民係（内線 2101 ～ 2103）
・・  住民異動届（転入、転出、転居）の受付
・・  住民票、除票の交付
・・  戸籍謄本、抄本、除籍、改製原戸籍、附票、
身分証明書の交付
・・  印鑑登録・廃止、印鑑登録証明書の交付
・・  パスポートの交付
・・  マイナンバーカードの交付
税務課 収税係（内線 2681）
・・  市税の収納・納税相談
・・  課税 ( 所得 ) 証明・納税証明の交付
健康推進課 国保年金係（内線 2181）

・・  住民異動に伴う国民年金の手続き
・・  国民健康保険の加入・脱退手続き
・・  国民健康保険の被保険者証の再交付

健康推進課 後期高齢係（内線 2180）
・・  後期高齢者医療の被保険者証の再交付
・・  後後期高齢者医療保険料の納付・納付相談
健康推進課 子育て係（内線 2610）
・・  転入に伴う妊婦・乳幼児への予防接種券、受
診券の交付（母子手帳を持参してください）

社会福祉課 障がい福祉係（内線 2155）

・・  身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳に関する手続き
・・  知的障害児者手当、特別障害者手当、特
別児童扶養手当に関する手続き
・・  重度心身障害者医療費助成、更生医療費
助成、育成医療費助成、自立支援精神通院
医療費助成に関する手続き
・・  福祉タクシー券助成に関する手続き

社会福祉課 児童福祉係（内線 2151・2152）
・・  児童手当、児童扶養手当に関する手続き
・・  子ども医療費助成、ひとり親家庭等医療
費助成に関する手続き
・・  保育園の入退園に関する相談
・・  保育料の納付・納付相談
高齢福祉課 介護保険係（内線 2122）

・・  住民異動に伴う介護保険の手続き
・・  介護保険料の納付・納付相談

※これらの業務以外は取り扱いできません。
　詳しくは担当係へ問い合わせてください。

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

平
成
30
年
度
の
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
感
染
症
予
防
の
定
期
接

種
の
対
象
期
限
は
、
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

対
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
次
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
人

②
60
歳
〜
64
歳
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・・  

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
人

・・  

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

障
害
が
あ
る
人

自
己
負
担
額
＝
４
６
２
０
円
（
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
無
料
）　

他  

対

象
者
に
は
、
平
成
30
年
4
月
13
日

付
け
で
関
係
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
。　

問  
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
２
１
）

ス
ポ
ー
ツ

市
体
育
協
会 

市
ス
キ
ー
連
盟

ほ
の
ぼ
の
春
ス
キ
ー

参
加
者
募
集

日
3
月
17
日
（
日
）
午
前
9
時
現

地
集
合
、
午
後
3
時
30
分
現
地
解

散
予
定　

場
ニ
ノ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー

パ
ー
ク
（
新
発
田
市
上
三
光
太
平

国
有
林
無
番
地
）　

集
合
場
所
＝
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
2
階
レ
ス
ト
ラ
ン　

対
小
学
2
年
生
以
上
（
親
子
で

の
参
加
も
可
）　

内
ス
キ
ー
教
室
、

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
（
有
料
）　

※
合

格
す
る
と
、
合
格
証
と
バ
ッ
チ
が

も
ら
え
ま
す
。　

￥
小
中
学
生

2
千
円
、高
校
生
以
上
5
千
円（
昼

食
代
、
リ
フ
ト
料
金
、
保
険
料
込

み
）　

定
20
人 

先
着　

申
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
体
育
協
会
事
務
局
（
水
原
総
合

体
育
館
内
）
に
参
加
費
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

申
込
期

限
＝
3
月
11
日
（
月
）　

問
市
ス

キ
ー
連
盟　

阿
部　

☎
０
９
０
‐

２
３
３
７
‐
３
４
３
７

太
極
拳
教
室
参
加
者
募
集

◎
1
か
月
無
料
体
験
で
き
ま
す

　

体
の
内
側
の
筋
肉
を
ゆ
っ
た

り
伸
ば
し
、
膝
・
肩
な
ど
全
身

の
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
健
康
的

な
運
動
で
す
。

日
3
月
12
日
（
火
）、
19
日
（
火
）、

26
日
（
火
）
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
（
本
練
習
）、
本
練
習
前
の

30
分
（
剣
の
自
主
練
習
）　

※
月

3
回
実
施
。
4
月
以
降
の
日
程
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

場

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘
1
階

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」　

￥
１
５
０
０

円
／
月
（
3
回
分
）　

※
剣
の
自

主
練
習
は
プ
ラ
ス
５
０
０
円
／
月

持
運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、

飲
み
物　

申
・
問
太
極
拳
京
ヶ
瀬

教
室　

花
沢　

☎
67
‐
４
０
０
６
、

鈴
木　

☎
62
‐
２
４
０
９

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation

お
ん
こ
茶
屋
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め
、

3
月
27
日
〜
31
日
は
休
館
し
ま

す
。
4
月
1
日
以
降
の
営
業
時

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

営
業
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
30
分　

休
館
日
＝
毎
週
月

曜　

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興

係
（
内
線
２
３
４
３
）

３
月
は
新
潟
県
自
殺

対
策
強
化
月
間
で
す

〜
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す

 

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
〜

　

深
刻
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
な
か
な
か
自
分
か
ら
相
談

で
き
ま
せ
ん
。
家
族
や
友
人
、
地

域
の
人
な
ど
周
り
の
誰
か
が
気
付

き
、
声
を
掛
け
、
相
談
先
へ
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
な
命
を
守
り
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
来
所
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4

時（
第
2・4
水
曜
以
外
は
要
予
約
）

問
健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

（
内
線
２
６
２
２
）

相談日時

365 日 24 時間

月曜～金曜（祝
日除く）
午 前 8 時 30 分
～午後5時15分

電話番号

☎0570‐783‐025

☎0254‐28‐8880

☎0254‐26‐9133

☎62‐2510（代表）
（内線2622・2612）

相談窓口
新潟県こころの相談ダイヤル
（統一ダイヤル）
下越地域 いのちとこころの支援
センター
新発田地域振興局 健康福祉環境
部（新発田保健所）地域保健課
健康推進課（水原保健セン
ター）※

年齢 生年月日
65 歳 昭和 28年 4月 2日～昭和 29年 4月 1日
70歳 昭和 23年 4月 2日～昭和 24年 4月 1日
75歳 昭和 18年 4月 2日～昭和 19年 4月 1日
80歳 昭和 13年 4月 2日～昭和 14年 4月 1日
85歳 昭和 8年 4月 2日～昭和 9年 4月 1日
90歳 昭和 3年 4月 2日～昭和 4年 4月 1日
95歳 大正 12年 4月 2日～大正 13年 4月 1日
100 歳 大正 7年 4月 2日～大正 8年 4月 1日
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♥朝ごはん！　あなたの体の目覚まし時計
♥よくかんで　みんなでたべるとおいしいね食育メッセージ

夜
間
役
所

日
3
月
6
日
（
水
）、
20
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時　

場
市
役

所
1
階
市
民
生
活
課　

※
各
支
所

で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内
戸
籍
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
・
証
明
、
通

知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載

事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、
口
座

振
替
手
続
き
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
等
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
の

み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市

民
係
（
内
線
２
１
０
１
）

年
金
相
談

日
3
月
20
日
（
水
）
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
2
時
30

分　

場
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム　

申
新

発
田
年
金
事
務
所　

☎
０
２
５
４

‐
23
‐
２
１
２
８　

予
約
時
に
必

要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住
所
、
基
礎

年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望
の

相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等　

問
健
康
推
進
課 

国
保
年
金
係
（
内

線
２
１
８
３
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

日
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は

要
予
約
）　

※
相
談
日
以
外
で
も

随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

場
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー　

申
・
問
健
康

推
進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

高
齢
者
相
談
窓
口

◎
一
般
相
談

日
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◎
専
門
相
談

日
3
月
4
日
（
月
）、11
日
（
月
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時　

内
法
律
相

談　

場
・
申
・
問
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟

市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）　

☎

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

◎行政相談
　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の仕事、国が
県や市町村に委ねている仕事について、市民から苦情を聞き、
「住民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。
日3月11日（月）午前10時～正午　場京ヶ瀬支所1階「相
談室」
◎弁護士による「法律相談」
日原則、毎月第 1・3水曜午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1
人 30分）　場市役所 1階「相談室」
※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡

をお願いします。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎050‐3383‐5420　午前9時～午後5時
②新潟県弁護士会   ☎025‐222‐5533　午前10時～午後4時
申・問市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

 　　氏　名 　　保護者名 　住　所

小林　由
ゆう

弦
げん

 保　田

柳　　烈
れ

央
お

 姥ヶ橋

長峰　叶
きょうか

佳 上蔵野

神田　湊
み な と

士 保　田

伊藤　零
れ

央
お

 北本町

小柳　結
ゆ い と

叶 保　田

阿部　汰
た い ら

良 前　山

阿部みすず 西　岡

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

督　宜
　瞳　
勇　太
真　央
孝　信
あつ美
陸　斗
知　里
悠　馬
弥　生
寿　幸
友　里
義　雄
奈津子
優　礎
ゆ　み

　　 氏　名    年　齢      死亡月日       住　所

村山富太郎 　　 99 歳    1.29 保　田
五十嵐好子 　　 54 歳    1.31 保　田
佐藤　良春 　　 70 歳    1.31 福　永
石井イミ子 　　 82 歳      2.1 保　田
五十嵐アイ子 　　 70 歳      2.4 外城町
加藤　トメ 　　 89 歳      2.5 東　町
小川　義一 　　 86 歳      2.6 北本町
佐藤　雅人 　　 44 歳      2.6 北本町
小田　キヱ 　　 100 歳      2.7 六野瀬
植木　 恭 　　 79 歳      2.7 　里　
小菅　　實 　　 92 歳      2.8 保　田
石川登志江 　　 78 歳      2.8 中央町 2
星井　キイ 　　 92 歳      2.8 川　崎
山嵜　春夫 　　 75 歳    2.10 猫　山
井　政一 　　 95 歳    2.11 曽　郷
酒井　幸子 　　 85 歳    2.11 上一分
雪　　利夫 　　 75 歳    2.12 分　田
皆川サチヨ 　　 90 歳    2.12 上福岡
市川ハルイ 　　 97 歳    2.13 千唐仁
髙橋ヨシ子 　　 86 歳    2.13 中島町
宮﨑　一男 　　 77 歳    2.13 山口町 2
鈴木　久一 　　 93 歳    2.13 分　田

（2月 1日～ 15 日届出分）

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
点
検
商
法
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

住
宅
の
屋
根
や
床
下
を
「
無

料
で
点
検
し
ま
す
」
と
突
然
訪

問
し
て
き
た
業
者
に
不
安
を
あ

お
ら
れ
た
の
で
、
工
事
を
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
、
全

国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・・  

自
治
体
等
の
関
係
者
を
名
乗
っ

て
も
、
安
易
に
信
用
し
な
い
。

・・  

契
約
は
即
決
し
な
い
。

・・  

高
齢
者
の
被
害
が
多
い
た
め
、

家
族
や
周
囲
の
人
は
、
業
者
の

頻
繁
な
出
入
り
な
ど
い
つ
も
と

違
う
様
子
に
気
付
い
た
ら
、
注

意
を
促
す
。

◎
警
察
相
談
専
用
電
話

＃
９
１
１
０

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
室
相

談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.caa.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内

線
２
１
０
４
）、
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
3
月
4
日
（
月
）

〜
7
日
（
木
）、
11
日
（
月
）
〜

22
日
（
金
）、
25
日
（
月
）
〜
29

日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5

時※ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
５
１

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

日
3
月
4
日
（
月
）、11
日
（
月
）、

18
日（
月
）、22
日（
金
）、25
日（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
3
月
1
日
（
金
）、8
日
（
金
）、

15
日
（
金
）、
21
日
（
木
・
祝
）、

22
日
（
金
）、
29
日
（
金
）

問
市
立
図
書
館

（広 告）

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

阿賀野市の景気動向
　市内 4商工会（安田・京ヶ瀬・水原・笹神）では、平成 30 年 12 月に市内 120 の小規模事
業者等を対象に景況調査を実施しました。その結果をお知らせします。

※景況感…景気の状態に対する感じ方
問 水原商工会　☎ 62‐2047

詳しくはこちら

今後の見通し

今後の見通し

今後の見通し

今後の見通し

◆製造業

◆建設業

◆卸・小売業

◆サービス業他

前年同期比・前期比とも景況
感※は横ばいとの回答が多数。
先を見通せず不安感を払拭でき
ない状況である。

前年同期比・前期比とも徐々に
回復基調。景況感も上向き傾向
との回答が多い。
好転を期待する企業が2割程度
あり、上向き感は継続。

前年同期比・前期比とも景況感
は低迷しているとの回答が多い。
好転するきざしが感じられず、
厳しい状況といえる。

前年同期比・前期比とも売り上
げが低迷し、厳しい状況が続い
ているとの回答が多い。
今後も景気回復の期待感はな
く、低迷が予想される。

（広 告）

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクター L1-24クボタトラクター L1-24（4WD）（4WD）  2424万円万円

【買取例】【買取例】ヤンマートラクター FX265ヤンマートラクター FX265（4WD）（4WD）  1616万円万円
年会費500円 新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
交通災害共済は全市町村で行う助け合いの制度

です。お問い合わせは市役所担当窓口へ

阿賀野市 総務課 庶務係

☎ 0250‐６２‐２５１０（内線 2271）

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

新潟県交通災害共済
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人
に
学
び
、
地
域
が
好
き
に
な
る

分
田
小
学
校
「
分
田
神
楽
」
を
学
ぶ

　

分
田
小
学
校
で
は
、
地
域
の
伝
統
や
文

化
、
そ
れ
を
守
り
続
け
て
い
る
人
の
存
在

を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
、
児
童
の
郷
土
愛

を
育
む
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
学
校
文
化
祭

で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
協
力
を
得
て
、

分
田
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
分
田
神
楽
の
上

演
を
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

分
田
神
楽
は
、
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８

〜
１
８
５
４
年
）
に
信
濃
の
国
（
現
在
の

長
野
県
）
の
人
が
伝
え
た
と
い
わ
れ
、
昭

和
46
年
に
は
、
地
元
の
青
年
団
が
県
代
表

と
し
て
「
第
20
回
全
国
青
年
大
会
（
郷
土

芸
能
の
部
）」
に
出
場
し
た
歴
史
あ
る
神
楽

で
す
。

　

こ
の
神
楽
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
て

学
習
す
る
た
め
、
1
月
24
日
、
分
田
神

楽
を
今
日
に
引
き
継
ぐ
「
分
田
歓か

ん

聲せ
い

会
」

の
渡
辺
智
史
さ
ん
と
五
十
嵐
佑
紀
さ
ん

を
招
き
、
5
・
6
年
生
合
同
の
総
合
学

習
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
映
像

を
見
て
神
楽
の
歴
史
や
特
徴
な
ど
を
学

ん
だ
後
、
剣
舞
と
棒
踊
り
の
立
ち
振
る

舞
い
を
教
わ
り
、
授
業
の
最
後
に
は
前

に
出
て
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
踊
り
が
か
っ
こ
い
い
」

「
い
つ
か
分
田
歓
聲
会
に
入
り
た
い
」
な

ど
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練

　

昨
年
12
月
23
日
、「
第
69
回
全
国
高

校
駅
伝
」
が
西
京
極
陸
上
競
技
場
（
京

都
市
）
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、

県
代
表
校
で
あ
る
開
志
国
際
高
校
の

ア
ン
カ
ー
と
し
て
、
笹
岡
出
身
の
小

泉
謙
さ
ん
（
3
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

28
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
小

泉
さ
ん
は
区
間
8
位
の
快
走
を
見
せ
、

順
位
を
24
位
に
押
し
上
げ
る
大
活
躍
。

チ
ー
ム
と
し
て
も
、
順
位
・
タ
イ
ム

と
も
県
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
大
学
に
進
学
し
、
箱
根

駅
伝
や
イ
ン
カ
レ
出
場
を
目
指
し
て
競

技
を
続
け
る
そ
う
で
す
。

第
69
回
全
国
高
校
駅
伝

次
は
箱
根 

さ
ら
な
る
飛
躍
を

かんじき体験と冬あそび

　

2
月
3
日
、「
か
ん
じ
き
体
験
と

冬
あ
そ
び
」
が
自
然
の
家
で
開
催

さ
れ
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
雪
の
上
を
か
ん
じ
き
で

歩
き
な
が
ら
動
物
の
足
跡
や
新
芽
を

探
す
体
験
や
、
雪
の
す
べ
り
台
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
、
火
祭
り
な
ど

の
冬
の
自
然
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

父
、
弟
と
3
人
で
参
加
し
た
井

口
景け

い

蒔ま

君
（
京
ヶ
瀬
小
３
年
）
は

「
野
生
の
う
さ
ぎ
に
会
え
た
こ
と

が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

寒さに負けず冬を楽しむ 子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
、
元
気
に

ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ
「
ゲ
ー
ム
大
会
」

　

2
月
11
日
、
ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ

で
ゲ
ー
ム
大
会
が
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
35
人
が
参
加
。
5
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ゴ
ム
風
船
リ

レ
ー
な
ど
で
点
数
を
競
い
ま
し
た
。
倒
れ

た
ピ
ン
を
直
し
た
り
、
風
船
を
膨
ら
ま
せ

た
り
と
小
学
生
が
進
ん
で
お
手
伝
い
。

　

桃
井
雪
江
さ
ん
（
真
光
寺
）
は
「
子

ど
も
を
見
て
い
る
と
元
気
が
も
ら
え
る
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
65
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消

防
訓
練
が
1
月
25
日
、
県
指
定
文
化
財

の
古
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
吉
田
東

伍
記
念
博
物
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
車
の
放
水
訓
練
や
、

施
設
の
防
火
指
導
の
ほ
か
、
近
隣
住

民
や
施
設
職
員
を
対
象
に
消
火
器
取

扱
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
火
除
土
手
が
残
る
安

田
地
区
は
昔
か
ら
火
災
が
多
い
。
今
回

の
訓
練
で
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

食育ミニ講座 パッククッキング教室

　

1
月
25
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
南
安
野
町
）
で
、

食
育
ミ
ニ
講
座
が
開
催
さ
れ
、
親

子
5
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
で
も
簡
単
に
作
れ
る
調
理

法
と
し
て
、
ポ
リ
袋
に
食
材
を
入
れ
、

湯
せ
ん
で
火
を
通
す
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ

ン
グ
を
紹
介
。
肉
じ
ゃ
が
や
蒸
し
パ

ン
な
ど
を
調
理
し
、
試
食
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
思
っ
て
い
た
よ
り
も

味
が
し
っ
か
り
付
い
て
い
て
お
い
し

か
っ
た
。
簡
単
な
の
で
家
で
も
試
し

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

災害時にも役立つ魔法の調理法 酒
蔵
自
慢
の
一
杯
を
飲
み
比
べ

第
4
回 

銘
酒
と
名
湯
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ
り

　

阿
賀
野
川
沿
い
の
酒
蔵
と
温
泉
旅
館
の

料
理
が
集
う
「
銘
酒
と
名
湯
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ

り
」
が
2
月
3
日
、
道
の
駅
阿
賀
の
里
（
阿

賀
町
）で
行
わ
れ
、約
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
白
龍
酒
造
と
越
後
桜
酒
造

が
出
店
。
五
頭
温
泉
郷
旅
館
協
同
組
合

の
ブ
ー
ス
で
は
、う
ら
ら
ト
マ
ト
を
使
っ

た
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
が
大
好
評
で
し
た
。

　

来
場
者
は
酒
蔵
自
慢
の
一
杯
を
飲
み

比
べ
、
銘
酒
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
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シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

　　

本
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
と
な
る
今

月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、

水
原
に
置
か
れ
た
越
後
府
に
つ
い

て
一
気
に
振
り
返
り
ま
す
。

■ 

阿
賀
野
市
の
戊
辰
戦
争

　

慶
応
3
（
１
８
６
７
）
年
10
月
、

江
戸
幕
府
15
代
将
軍
の
徳
川
慶
喜

か
ら
明
治
天
皇
に
政
権
が
返
上
さ

れ
た
大
政
奉
還
。
し
か
し
、
当
時

の
朝
廷
に
は
実
務
機
関
が
な
く
、

幕
府
の
政
治
的
な
権
力
は
保
た
れ

た
ま
ま
で
し
た
。

　

薩
摩
藩
や
長
州
藩
な
ど
、
新

し
い
国
家
を
造
り
上
げ
た
い
諸
藩

は
幕
府
討
伐
を
画
策
。
慶
応
4

（
１
８
６
８
）
年
1
月
、
幕
府
を
擁

護
す
る
「
旧
幕
府
軍
」
と
新
政
府

の
確
立
を
目
指
す
「
新
政
府
軍
」

と
の
間
で
紛
争
が
起
き
ま
し
た（
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
）。
こ
の
戦
い
に

勝
利
し
た
新
政
府
軍
は
、
旧
幕
府

軍
の
追
討
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
内
の
幕
府
直
轄
領
は

会
津
藩
の
預
か
り
地
と
な
り
、
2

月
下
旬
、
旧
幕
府
軍
か
ら
各
藩
に

越
後
出
兵
が
通
知
さ
れ
る
と
、
会

津
藩
を
は
じ
め
旧
幕
府
軍
が
次
々

と
水
原
入
り
。
当
初
は
旧
幕
府
軍

の
優
勢
で
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
7
月
25
日
、松
ヶ
崎
浜・

太
夫
浜
（
現
在
の
新
潟
市
北
区
）
に

新
政
府
軍
の
軍
艦
が
着
き
、
約
千

人
の
兵
士
が
上
陸
。
新
発
田
藩
が
こ

れ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
戦
況
は
一

変
し
ま
す
。
翌
日
、
新
発
田
城
に
本

営
を
置
い
た
新
政
府
軍
は
水
原
陣

屋
へ
進
攻
を
開
始
し
、
周
辺
の
村
々

は
戦
火
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
会
津
軍
の
劣
勢
は
続
き
、
多
く
の

戦
死
者
を
出
し
な
が
ら
、
会
津
城

を
目
指
し
て
敗
走
し
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
、
多
く
の
民
家
や
寺

院
は
焼
失
し
、
ま
た
住
民
に
は
両
軍

か
ら
動
員
命
令
が
出
さ
れ
、
そ
の

都
度
、
労
役
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

越
後
府

　

慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年
4
月

19
日
、
治
安
維
持
の
た
め
新
潟
に

置
か
れ
た
新
潟
裁
判
所
は
約
1
か

月
で
廃
止
さ
れ
、
越
後
府
（
第
一
次

越
後
府
）が
置
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
領
地
を
管
理
す
る
た
め
の

民
政
局
が
各
地
に
置
か
れ
、
7
月

29
日
、
水
原
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
が
即
位
し
た
9
月
8
日
、

元
号
が
明
治
に
改
元
さ
れ
、
同
月

21
日
、
越
後
府
は
新
潟
府
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
2
月

8
日
、
新
潟
に
新
潟
府
を
残
し
た

ま
ま
、
越
後
府
（
第
二
次
越
後
府
）

が
水
原
に
設
置
さ
れ
、
新
庁
舎
が

造
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

府
知
事
に
は
壬
生
基
修
、判
事
（
現

在
の
副
知
事
）
に
前
原
一
誠
、
権
判

事
に
奥
平
謙
輔
ら
が
着
任
。

　

明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
4
月

3
日
、
水
原
の
豪
農
・
市
島
徳
次

郎
は
、
庁
舎
造
営
地
と
し
て
、
別

邸
「
継
志
園
」
の
敷
地
を
新
政
府

に
献
上
。
同
月
19
日
に
着
工
が
開

始
さ
れ
、
9
月
11
日
に
は
上
棟
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
原
に
越
後
府
が
置
か
れ
た
当

時
は
、
現
在
の
都
道
府
県
と
は
異

な
る
形
態
で
府
や
県
が
置
か
れ
て

お
り
、
府
で
あ
っ
た
の
は
、
箱
館

（
函
館
）、
江
戸
（
東
京
）、
神
奈
川
、

甲
斐
（
山
梨
）、
京
都
、
大
阪
、
度

会
（
三
重
）、
長
崎
、
越
後
（
新
潟・

水
原
）
の
9
か
所
で
し
た
。

　

越
後
府
は
、
庶
務
方
、
租
税
方
、

会
計
方
、
社
寺
方
、
軍
務
方
、
兵

器
方
、刑
法
方
、営
繕
方
、聴
訟
方
、

病
院
の
10
局
で
構
成
さ
れ
、
伊
藤

退
藏
、
斎
藤
忠
三
郎
ら
地
元
出
身

者
も
登
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
水
原
県

　

7
月
27
日
、
新
政
府
は
、
東
京
・

京
都
・
大
阪
の
３
か
所
を
府
と
し
、

そ
れ
以
外
は
県
に
改
め
た
た
め
、

越
後
府
は
水
原
県
に
改
称
さ
れ
ま

し
た
。

　

明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
2
月

22
日
か
ら
新
潟
に
置
か
れ
て
い
た

新
潟
県
は
、
こ
の
と
き
水
原
県
に

併
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
原
に
置
か
れ
た
政
府
直
轄
の

拠
点
は
、
庁
舎
造
営
を
始
め
た
時

点
で
は
越
後
府
、
庁
舎
の
上
棟
が

行
わ
れ
た
9
月
に
は
水
原
県
と
名

称
を
変
え
、
明
治
3
（
１
８
７
０
）

年
3
月
、
県
庁
が
新
潟
に
移
転
さ

れ
る
と
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
廃
藩
置
県
な
ど
の
複

雑
で
大
き
な
併
合
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年

に
よ
う
や
く
現
在
の
新
潟
県
の
形

が
完
成
し
ま
す
。

■
天
朝
山
公
園

　

元
の
所
有
者
で
あ
る
市
島
家
に

返
さ
れ
た
越
後
府
庁
舎
跡
地
は
、

そ
の
後
に
水
原
町
が
買
い
取
り
、

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
に
越
後

府
跡
と
し
て
県
文
化
財
（
史
跡
）

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

天
朝
山
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

越
後
府
設
置
１
３
０
年
の
年
に

当
た
る
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年

に
は
、
天
朝
山
公
園
の
北
東
隅
、

ほ
ぼ
元
の
位
置
に
越
後
府
矢
倉
が

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

当時の越後府矢倉当時の越後府矢倉

再建された越後府矢倉再建された越後府矢倉

春
の
訪
れ

　

冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
、
春
一
番
に
美

し
い
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
後
豊
か
な
実
を
つ

け
る
と
言
わ
れ
る
梅
も
ま
も
な
く
開
花
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。
梅
の
名
所
と
い
え
ば

水
戸
の
偕
楽
園
が
有
名
で
す
が
、
市
内
の

梅
の
名
所
と
い
え
ば
越
後
七
不
思
議
で
知

ら
れ
る
梅
護
寺
の
八
房
の
梅
が
あ
り
ま
す
。

開
花
の
時
期
は
少
し
遅
く
な
り
ま

す
が
毎
年
き
れ
い
な
花
を
つ
け
ま

す
。
梅
の
花
の
観
賞
と
そ
の
後
の

八
房
の
梅
を
探
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
冬
は
例

年
に
比
べ
降
雪
が
少
な
く
、
市
の

除
雪
回
数
は
５
回
で
済
み
大
助
か

り
で
し
た
が
、
山
の
恵
み
の
山
菜

な
ど
は
雪
が
少
な
い
と
ア
ク
が
強

く
、
お
い
し
く
な
い
と
聞
き
ま
す
。

桜
は
、
夏
に
翌
年
の
花
の
芽
を
作

り
、
冬
の
寒
さ
で
一
旦
休
眠
し
、
春

の
気
温
上
昇
と
共
に
花
の
芽
が
成
長
し
美

し
い
花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で
す
が
、
今
年
の

気
候
は
、
梅
や
桜
の
開
花
な
ど
に
ど
う
影

響
す
る
か
興
味
を
持
っ
て
み
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
市
内
の
幼
稚
園
や

小
・
中
・
高
校
で
卒
園
式
、
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
す
。
通
い
慣
れ
た
学
び
舎
、
そ
し
て
友

達
と
別
れ
、
新
し
い
環
境
に
進
む
卒
業
生
の

皆
さ
ん
は
、不
安
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
胸
に
希
望
に
向
か
っ

て
進
ま
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
小
学
校
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
始
ま
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
目
的
は
論
理
的
思
考
を
学
ぶ
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
物
事
に
は
手
順
が
あ
り
、

手
順
を
踏
む
と
、
物
事
が
う
ま
く
解
決
で

き
、
併
せ
て
集
中
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
も
鍛
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
副

次
的
効
果
も
期
待
で
き
る
と
の
こ

と
で
す
。
要
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書

く
技
能
よ
り
問
題
の
解
き
方
や
集

中
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と

に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た

遊
び
な
が
ら
学
べ
る
ソ
フ
ト
も
あ

る
よ
う
で
す
。
情
報
化
社
会
を
迎

え
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
情
報
技
術

が
活
用
さ
れ
て
い
る
今
日
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
物
事
に

は
順
番
が
あ
り
、
正
し
い
ル
ー
ト
を
通
れ
ば

ゴ
ー
ル
に
着
く
・
・
・
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
仕
組
み
は
、
な
ん
と
な
く
私
た
ち
の
人
生

そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。
諦
め
な
け
れ
ば
人
は
成
長
を
続
け
ら

れ
ま
す
。
粘
り
強
く
学
ん
で
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

田 

中 

清 

善

市
の
体
育
館
で
は
、
な
ぜ

無
愛
想
だ
っ
た
り
、
嫌
な

言
い
方
を
し
た
り
、
寝
て

い
た
り
す
る
高
齢
者
を
雇
っ
て
い
る

の
か
。
若
者
を
雇
う
な
ど
、
も
う
少

し
人
を
選
ん
で
採
用
し
て
ほ
し
い
。

日
頃
、
体
育
館
の
利
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ま
か
ら
気
持
ち
よ
く

運
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
度
の
窓
口
に
お
け
る
対
応

に
よ
り
、
利
用
者
様
に
不
愉
快
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

早
々
、
関
係
職
員
や
代
行
員
に
対

し
て
、
お
客
様
へ
の
親
切
で
丁
寧
な

対
応
を
心
掛
け
る
よ
う
指
導
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

な
い
よ
う
、
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
丁
寧
な
接
客

が
で
き
る
代
行
員
の
採
用
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
は
が
き
で
送
る
場
合

　

次
の
施
設
に
専
用
は
が
き
（
切
手

不
要
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
公
民
館
、
吉
田

東
伍
記
念
博
物
館
、
宝
珠
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
場
合

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部

屋
」
の
ペ
ー
ジ
に
入
力
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
１
２
）

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ＱＡ
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● 

1
人
当
た
り
の
年
間
ご
み
排

出
量
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

今
後
は
意
識
を
持
っ
て
減
ら

し
て
い
き
た
い
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
男
性
）

☆ 

買
い
物
を
す
る
段
階
か
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
か
な

ど
を
意
識
し
て
行
動
し
た
い

で
す
ね
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

大
好
き
な
ご
ず
っ
ち
ょ
、
10

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ゆ
る
く
、

か
わ
い
く
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

☆ 

皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
10

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
ご
ず
っ
ち
ょ
の
活

躍
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
表
紙
は
、
と
て
も
上

手
に
撮
れ
て
い
ま
す
ね
。
今
に

も
「
こ
ー
い
、
こ
い
こ
ー
い
」

と
聞
こ
え
て
き
そ
う
。
全
国
の

皆
さ
ん
か
ら
瓢
湖
に
見
学
に
来

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

孫
を
連
れ
て
消
防
出
初
式
を

見
て
き
ま
し
た
。
五
頭
山
を

背
に
一
斉
放
水
す
る
姿
は
、

と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。　
　
　
　
（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
ま
で
パ
ラ
パ
ラ
と
し
か
読

ん
で
い
な
か
っ
た
広
報
も
、

紙
面
ク
イ
ズ
に
す
る
と
し
っ

か
り
目
を
通
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
良
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
特
集
に
つ
い
て
、

子
育
て
の
相
談
が
で
き
な
い

人
に
と
っ
て
、
阿
賀
野
市
の

取
り
組
み
は
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
男
性
）

☆ 

一
人
で
す
る
子
育
て
は
と
て
も

大
変
。
市
の
支
援
に
よ
っ
て
、

子
育
て
を
楽
し
め
る
人
が
少
し

で
も
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
野
川
の
拡
幅
工
事
は

続
き
、
新
た
な
課
題
も
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。
い
ま
だ
に
投
棄
さ
れ
て

い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
の

解
消
も
課
題
の
一
つ
で
す
。
安
野
川

に
住
む
生
物
た
ち
が
生
存
で
き
る

環
境
を
保
持
し
、
環
境
を
生
か
し

た
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
に
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
営
湛
水
防
除
事
業
安

野
川
安
全
協
議
会
の
協

力
や
、
み
ど
り
保
育
園
と

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
が
参
加
し
、
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
る
の
も
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
大

き
な
原
動
力
に
な
っ
て
お

り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

稚
魚
の
放
流
だ
け
で
な
く
、
自

治
会
役
員
が
漁
協
の
組
合
員
と
な

り
、
県
知
事
よ
り
サ
ケ
の
特
別
採

捕
の
許
可
を
得
て
、
捕
獲
を
し
て

い
ま
す
。教
育
支
援
の
一
環
と
し
て
、

園
児
が
観
賞
や
飼
育
す
る
た
め
の

サ
ケ
の
稚
魚
を
漁
協
か
ら
預
か
り
、

み
ど
り
保
育
園
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
野
川
周
辺
の
環
境

整
備
の
た
め
、
土
手
の
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

安
野
川
の
拡
幅
工
事
が
進
む
中
、

年
々
参
加
者
は
増
え
、
活
動
が
充

実
。新
し
い
橋
が
完
成
し
た
こ
と
で
、

利
便
性
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境

全
体
が
向
上
し
ま
し
た
。
下
水
道

の
整
備
が
進
み
、
安
野
川
排
水
路

の
汚
れ
が
改
善
さ
れ
、
魚
や
カ
ニ

な
ど
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
サ
ケ
の
遡
上
も
年
々

増
加
し
、
活
動
の
成
果
を
実
感
し

　

今
月
は
、
安
野
川
に
サ
ケ
の
稚

魚
を
放
流
し
、
自
然
環
境
の
向
上

と
地
域
の
団
結
に
取
り
組
む
「
百

津
町
自
治
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
参
加
で
き
、
地
域
の
環
境
を
生

か
し
た
活
動
を
行
い
た
い
と
、
平

成
19
年
、
町
内
の
脇
を
流
れ
る
安

野
川
に
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
す
る

活
動
を
始
め
ま
し
た
。「
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
」、「
周
辺
環
境

と
調
和
し
た
整
備
」、「
自
然
環
境

の
保
全
と
整
備
」
を
基
本
方
針
に

掲
げ
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
・

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　

市
建
設
業
協
会
か
ら
稚
魚
を
放

流
す
る
た
め
の
仮
設
ス
テ
ー
ジ
と

階
段
を
設
置
し
て
も
ら
い
、
阿
賀

野
川
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
「
漁

協
」）
か
ら
は
数
万
匹
も
の
稚
魚

の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課  

市

民
協
働
係
（
内
線
２
２
１
４
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

百
津
町
自
治
会

百
津
町
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

小
野　

秀
雄

　

会
長　

小
野　

秀
雄  

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

　

地
域
の
特
性
や
強
み
を
生
か

し
た
活
動
、
す
ば
ら
し
い
っ
ち
ょ
。

　

今
年
は
3
月
24
日
（
日
）
午

前
10
時
開
始
。
誰

で
も
参
加
で
き
る
の

で
行
っ
て
み
よ
う
！

安野川にサケの稚魚放流安野川にサケの稚魚放流
（平成 30 年 3 月）（平成 30 年 3 月）

★  2月もイベントに参加してきたっちょ！

　2月 3 日（日）は、堀越農村公園周辺で行

われた「堀越雪まつり」に今年もお邪魔して
きたっちょ！

　とっても寒かったけど、みんな元気に遊ん
でいたよ。子どもは風の子っちょ！
　最後は記念写真を撮ったっちょ。会いに来て
くれたみんな、ありがちょ！

★ 今月のイベント参加予定だよ！

　3月 23 日（土）は、Dekky401 で行われる「ご

当地キャラ春場所」で相撲トーナメントに参
加予定。久々の相撲でドキドキっちょ～！
　3月 24 日（日）は、子育て支援センターに
こにこの「にこにこ誕生祭」に参加予定。子
育て支援センターにこにこがオープンしてか
ら 3周年を迎えるよ。みんなで一緒にお祝い
するっちょ！

★

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№81№81
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで
も見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

をを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　○に当てはまる文字や数字を答えてください。

問題1：平成 27年度時点

の市内イノシシ生息数（県

の推計）は「○○○頭」

☆応募の方法など☆

　①クイズの答え②広報紙や市政への意見など③
住所④氏名⑤年齢⑥電話番号を記入し、はがきや
電子メール、ＦＡＸで 3月 15日（金）必着で応
募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※正解者の中から抽選で 10 人にごずっちょグッ
　ズをプレゼントします。発表は、賞品の発送
　をもって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆

ごずっちょコインケースごずっちょコインケース

問題 2：安田交流センター

の愛称は「○○○○」

問題 1：「おひさま」
問題 2：「353」

☆ 2月号の正解は次のとおりです。☆




